
令和3年度　好文学園女子高等学校　学校関係者評価 令和3年10月16日

分　類 評価の観点 評価・提言 改善点

ホームページの
活用状況

教育活動についてホームページや通信等を
利用し、情報公開をしている。

・学校評価（自己評価、学校関係者評価）についてＨＰ
で情報公開されいる。
・ＨＰ等にて何を公開しているのか。

・HPの校長bloｇ、好文News、School Life欄や緊急連絡網な
　どで、教育活動や各種情報を公開している。
・情報公開は、「財務諸表」「自己評価の結果報告」（義務規定）、
「学校関係者評価」（努力義務規定）であり、本校はすべて公開し
ている

財務関係 財務諸表等を公開している。 ・決算計算書類等を公表している。
・情報公開は、「財務諸表」「自己評価の結果報告」（義務規定）、
「学校関係者評価」（努力義務規定）であり、本校はすべて公開し
ている　・教職員へは職員会議にて説明を行っている。

地域交流について 地域や地域住民との交流ができている。 

・地域住民からは、学園及び生徒に対する悪口等は聞かない
し苦情等もない。
・地域交流についてコロナ禍、令和2年度は行事等ほとんどが
中止となった。

・ほとんどの行事が中止となる中、地域の避難訓練は実施でき
た。

緊急時等の連絡手
段について

コロナ禍における休校等の連絡手段につい
て ・緊急連絡等について、連絡手段は何があるのか。

・「はなまる連絡帳」システムを利用し、令和2年度は多くの連絡
を行ない、混乱なくスムーズに対応ができた。

講習・訓練について AEDの講習・防災訓練が十分に行われている。
・令和元年9月に竣工した体育館棟が大阪市の災害避
難所に指定されているのか。
・避難訓練についてもどうなるのか。

・避難場所は新体育館（A3）の3層階のｻﾌﾞｱﾘｰﾅと指定されてい
る。　　　・地域住民用備蓄品も新体育館等で預かっている。
・備蓄品については、年に数回区役所の担当者が確認されてい
る。

ＳＮＳについて
学年集会やＨＲ活動で、具体的事例にて生
徒に考えさせて指導する。

・昨年はＳＮＳ等のトラブル発生件数は7件であったが
令和2年度は減少したのか。

・具体例をあげた事例指導により、令和2年度は2件に減
少した。

いじめについて
・早期に発見し、いじめ対応に関する学校の体制に
基づき、解決を図る。
・いじめに関するｱﾝｹｰﾄを年2回実施する。（6,11月）

・ｱﾝｹｰﾄでいじめ記載があった場合の対応はどうしてい
るのか。

・担任、学年主任で対応し、生徒双方より聴き取りをおこない、
「いじめ対策委員会」にて検討する。令和2年度は2～3件あった
が問題はなかった。

外部資格について 英検等の外部資格は取得できるのか。 ・学校としてどのような対応を取っているのか。 ・英検、漢検、数研を含め、生徒に案内し対応している。

授業 基礎力を養う
終礼時に英数国のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを実施する。
模擬面接を実施する。

・それでもついていけない生徒に対する対応についてどうする
のか。

・各教科で不振者補講を実施している。
・国・数・英についてはブラッシュアップコースで基礎固めや強化
を図っている。

その他 ＩＣＴ教育について  タブレット等を用いて授業を行っているか。 ・ＩＣＴ教育にどのような計画を持っているのか。
・令和3年度入学生よりiPadを導入し、2学期から順次利
用を開始している。

令和3年10月16日（土）11時00分～12時30分「学校関係者評価委員会」開催　　　　於：好文学園　会議室

学校関係者評価委員：

危機管理 

学校目標 自立した社会に貢献できる女性を育てる。基礎学力の向上と女性としてのマナーと教養の習得を目指す。

評価項目

学
校
運
営

私学の
独自性

・本校の教育方針について先生が理解し、生徒に対し
ても授業等で浸透させてほしい。

・教育方針について、教職員が理解し生徒に対して授業等を通じ
て浸透させていく。
・生徒指導等にて本校キャッチフレーズの意味するところを保護
者、生徒に伝える。

開かれた
学校

教育方針(学校目
標）について

教育方針（学校目標）が教職員、生徒、保護
者によく浸透している。

教
育
内
容

生徒指導 

（学外）

・保護者代表（２名）：好文学園女子高等学校 保護者会会長、副会長

・卒業生代表（１名）：好文学園女子高等学校 同窓会前会長、顧問

・地域代表（１名）：千舟地域活動協議会 会長

（学内）

・校 長 延原 観司 ・副校長 佐藤 建治

・事務長 花田 守 ・事務長代理 北西 史明
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